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る
0
而

し

て

此

の

ば
：： 5

ホ
‘
’屈
は
、

ホ
‘遊
力
の
發
展
し
わ
る
時
代I

I
4̂
.

じ
來
ろ
も
の
わ
る
.
^3V

、
化
座 

0
0 
f

t
 

'従
つ
生
産
手
段
か
.ホ
ヤ
る
少
數
の
货
水
衆
义 

は
企
業
家W

之
.̂
有
せ
ざ
る
多
敷
の
働
ポ
ミ
の
問
に
利
猛
の
術
究 

る
か
え
ざ
る
：.：
；金
る
の
で
れ
る
。

..
v
e
r
ê
l
,

 

w
l
i
c
h
e
r
,

 

E
n
t
i
s
t
e
l
s
n

の
.d

e
r
:

メo
l
k
w
w
i
r
t
s
c
h
a
r
t
.

 

E
n

の，.tr
a
n
w
.

 

b
v

 

w
i
c
k
e
v
E
n
c
h
e
r
v
r
l
n
.
d
a
s
t
r
i
a
"
!
.

 

. E
v
o
l
u
t
i
o
n
.

 

L
o
n
d
o
n
.

 1
9
0
2
.'. 

r B
e
l
l

 

a
n
d

 

s
o
n
s
,
:

機
旧
保
之
助
氏
譯
，つ
經
脾
的
文
明
史
觀

」

•せ
レ「

國 

ほ
經
掷
の
成
立」

W

題
す
るI

ポ
0 
'

ニ
、

中
世
に
於
け
る
，

t

産
隙
親
の
勃
典
-
且
つ
無
避 

階
級
も
亦
其
處
に
於
て
.は
‘全
く
中
絕
す
る
に
至
ら
す
" 

卯
ち
其
は
併
大
利
及
び
南
部
側
蘭
西
の
請
都
市
に
於
て 

.最

..お
に
.别
會
的
塞
カ
タ
し
.て
復15;̂

し
た
の
‘で
あ
る
さ 

れ
ぱ
此
處
に
於
て
中
世
最
树
の
共
雍
主
義
的
®
動£

の 

起
つ
た
の
は
當
然
の
こV

で
あ
る(

i

六
三)

C
,

共
産
主
義V

は
余
の
解
す
ろ
所
.

1

ょ
れ
ぱ
草
樂
手
段
义
は
之
ざ
生 

'
廣
手
段W

の
兆
有
ら
照
则
と
す
る
も
の
で
わ
つ
て
生
廣
手
段
の
み
の 

,

典
有
，̂

®
则-VJ

す
も
德
遗
生
義
义
は
謂
社
會
ホ
義
マJ

は
區
別
せ
ら 

'る
.ベ
，̂
、も
.の
..で
わ
る
。
'普
：̂
は
、後1

1

も

出

て

来

る

で

わ

ら

う

如

"
'
-
^
、

寧
雄
手
段
の
共
逾
生
f

化
B

S
 
0
共
座
主
義W
か
對
立
せ
し
め 

.
な
ど
し
t
わ
る
。
け
れ
ど
も
ぃ
か
場
合
著
ボ
の
所
则
共
应
王
箱 

と
は
単L：

共
#W

云
ふ
意
蛾
に
過
ざ
な
い
の
で
わ
ろ
0
九
も
、後

'-: 

著
ポ
N
ら
の
明
か
じ
述
ぶ
る
で
わ
ら
ぅ
如
く
"中

世
：.！

於
け
る
就
會 

述
则
の
原
理
は常

-!

金
の
愈味

'-!

於
け
る
共
廣
主
務
で
も
っ
てr
反 

之
、
巢
鹿
ホ
；義
的
社
當
巡
動
は
十
八
九
世
紀9

炎
以
後
す
！
V H

ン 

ソヵぺつて训められ；

：！

る
も
の
で
わ
る
。

 

尙
パ
ラ
^
^
ラ
フ
六
.參
肴
o

三

、
中

世

に

於

け

る

無

遗

者

巡

動

マ」

修

道

僧

ビ

の

關

係 

I

#

末

利

及

、び

術

部

佛

蘭

照

の

都

市

が

娜

.̂
|̂の
夫
ご 

酷
似
し
、
從
っ
て
維
時
代
の
傳
統
を
承
く
る
こ
ざ
最 

も
濃
厚
な
ろ
が
如
く
、
此
處
に
起
れ
る
無
産
者
的
认
.度 

主
義
も
亦
、
羅

時

.代
の
夫
の
面
影
を
傅
，へ
て
ゐ
る
。
 

即
も
資
本
家
的

ffl會
に

..對
す

.ろ
無

.遊

.者

的

反

抗

は

み

•め

，
は

全
然
修
道
僧
的
性
質
を
収
り
"
併

利
及

び

衔

部

佛
 

蘭
阿
に
於
す
は

,
十
九
世
紀
に：

中
：ウ
て
や
ぅ
や
く
此
の 

色
彩
を
離
脱
し
た
の
で
め
る(

一
六
ニ n

。

四
、
原
始
®
督
敎
的
典
齋
主
義
-—

し
か
れ
ご
ら
修
，道 

僧
の
何
た
る
か
を
明
か
に
.せ
ん
に
は
、
紀
元一

世
紀
の

m
f

第
十
セ
想
ニ
叫
三

1
)

雜

力
々
‘ツ
キ
ー
のr

修
道
院
的
共
遊
主
義
t
韻
む

f
/ 

I
V 

&
U
.

ガ

八

魏.



货
十
七
糖(

1
5
1

二)

；-
.維

.
綠

★
>
:ッ
t

のT

條
请
院
的
#
C

S」

んr

む

情
勢
を
臀
見
す
る
こ
ご
を
要
す
る
。
共
淹
主
義
を
賞
現 

せ
ん
.ビ
す
る
原
始
遮
督
敎
，の
努
力
は
、
當
時
のj

般
社 

愈
ビ
の
關
係
上
失
股
に
終
つ
わ
の
で
-あ
る(

一
六
®)

。

:

五
"
®

督

敎

體

W

し
て
の
共
廣
ま
義
，の
：於
棄
だ
個
々
：
、

の
i

主
義
的
圓
i

f

 

i

i

f敎
が
弘
通
‘一
 

す
る
に
従
ジ
て
、
其
は
共
弗
主
義
を
：，

I

般
に
實y；

す

るj 

こ
ざ
を
斷
念
し
た
。
而
か
も
之
i

ハ
に
、
某
督
敎
の
內I 

:

部
に
個
’々
の
共
産
主
義
的
则
體
を
艱
設
せ
ん
ど
のg

;
.
®

レ\

が
盛
ん
に
な
つ
た
の
で
あ
る(

J

六
2
^

)

0

六
、
.共
-斬
ホ
.義
的M

體
0
横

型VJ,

な
れ
：る
古
代
の
象
族

副
體
）

是
等
の
諧
贈
體
ぱ
範
を
常
時
尙
僅
か
に
S

の
，

：j 

.

^
を
止
め
て
居
つ
S

の
i

族
，
i

s

l

湖\
七
、

I

I
的
i

の
I

s

礎
l

i

i

 

0:, 

i

!

i

o

富

な

る

繁
®

共
I

義
的
飢
®

 

I

的

農

は

§

の
典
邀
主
義
的
經
濟
制
を
揽
做
ず
ミ

£

s

。
古
代
S

;
て

は

其

0
|

員
は
家
族
|

の
如
ぐ
血
族
S

に 

に
於
て
も

亦
、
各
i

は
ほ

I

濟
を
營
み
、§

:
s
i

あ
ら
す
、
又
奴
識
震
の
如
く
外
的
强
制
に
あ
ら
す
し 

用
す
る
：一

切
の
必
1

を
ぱ
？

i

し
-
照
に
S

て
、
賞
に
i

主
義
的
硫
信
に
よ
り
て
共
に
導
か
れ
、

號 

丸
ニ

，
農
業
は
全
く
家
族
圓
體
の
經
營
に
係
.
^
、
四
五
十
人
の 

家
族
ゎ
お
す
る
大
家
族
が
、
完
全
な
る
共
連
主
義
の
视 

に
生
活
し
、
生
產
手
段
並
に
消
費
手
段
を
ぱ
共
同
に
所 

有
1且
つ
使
所
し
て
居
ウ
な
の

'で
あ
る
。
又
大
⑩
ゆ
な 

る
農
業
は
、大

奴
！！

經
濟
を
な
し
た
ら
マ

」

雖
も
、
一
{
ル
の 

一
律
：
藍

#例
へf 
:麥
等
を
市
場
の
爲
め
に
生
雍
し
た
る 

も
の
は
其
の
ゆ
の

I

部
分
に
過
ぎ
すV大
多
數
は
其
處 

I

に
働
ぐ
者
の
生
括
手
段
た
る
農
耕
及
び
牧
畜
の
生
産
物 

\

を
生
産
し
た
る
の
み
な
ら

♦
、
ルN又
特
に
冬
期
に
は
農 

一
廣
物
た
る
照
料
を
ぱ
工
業
商
品
に
加
工

〜

'た
の
でf 

(
一
六

 M0

踐
餘
を
商
tinV

し
し
て
賣
る
に
過
ぎ
な
か
つ
-ね
？
元
來
、

又
彼
等
利
翁
の
共
通
ごJ
足
の
線
#
ど
»
誓

0

1

，ドめ

n

.

て
ほ
同
，.せ
し
め
ら
る
\

.の
で
あ
る(

一..六 

A

>

人
腐
的
共
®

则
體
の
光
®

ポ

と

し

そ

の

：̂

ツ
セ
ナ 

.

I

M

體——

猶
太
の
國
家V

i
;

典
：に

減

0

じ
れ
る
>
,
ツ
セ 

チ

ー
人5：  9

殖
民
地
ぱ
叩
-

^

斯
の
如
き
人1

的
北
i

主
：
 

義
的
創
造
で
あ
つ
が
の
で
あ
ろ(

一
六
五)

i
n
,けeer,' A

二ge
B
e
i
n
e

 

G,-S;;hicll'e 

.des 

S
K
a
l
i
s
m

 :s .
u
n
d
.
d
e
r 

soz

一

alen.':. 

K
a
y
D
f
e
.

 .1, 

Teil... 

E
n
g
.

 

t..ans.'class..struggle .ia

Antiouity. 

..パ.

.
•
：
，
：
' 

一ド

:
:
の
：̂
後
の
ポu

l
n

く
、
彼
ホ(

猫

太

族

)

は
サ
ド
カ
イ
人

、\

サ
イ
人
及
びH

セ
~
1ケ
人
の
二
；派LL

相
ハ
カ
れ
て
：
つ
；

^
の
で
わ
る
0

.

.

.

H

セ
ニ
ア
八
は

1

切
の
國
ほ
的
ル
ぴ
國
家
的S

的
物
か
外Li

し
ズ 
> 1

向
に
，道
德
的
純
取
な
'る
人
道
的
織
家
矜
く
は
強
制
な
き
神 

.

,
の
王
縛
、
.
 
..•.社
ぜ
ゆ
お
-̂
.!

±

社
會
他
課
業
を
仏
意
に
遂i

：

す
：る
Z 

1

の
泰
仕
た
る
べ
，ネ
神
の

：！̂

ゆ
の
み
.
^
得
仰
ぜ
る
循
太
入
の 

】

小
部
分
で
わ
つ
ズ
、一

切
の
黯
派
他
爭
闕
，.
：
の
傅
め>_Lit

も
媒 

さ
る
、
こ
と
が
f

の
で
も
つ
：.わ」

(

三
邊
ハ
化
藤
氏

「

傲
始
甚
籍
教 

共

産

主

翁

的

思

想

」「

三S.

學
せ
S

1

大
正
十
！
1
¥ ! 

制
、
0 

又
力
ゃ
ク
キ
ー
自
身
ポ
代
の
共
廣
主
^
か̂
，は
プ
ラ
ト
ン
的
及
び
原
始 

基
督
教
的
の11

派
‘

-i

分
域
し
M
兩
ポ
の
特
色
が
キ
遗
手
段
に
觸
れ
す 

し
ズ
享
樂
手
段
の
み
の
共
有
か
ホ
跟
し
た
る
1
1わ
づ
^
^
し̂
、
斯
の 

如
き
經
濟
制
度
の
歸
航
と
し
.、家
族
及
び
個
別
婚
姻
の
不
可
能
な
る

こ
ビ
舉
ぱ
、
プ
ラ
ト
ン
は
要

.す
の
典
'
か̂
虫
艰
し
、
说
始
基
嚇
教 

的
共
逆
丰
技
の
ル
鹏
あ
わ
るH

 

-ン
セ
ナ
ー
则
腊
は
性
タ
の
禁
ル
か
行 

つ
れ W

記
し
て
！

iS 
る
.
.
.

Ka';ltsk.y,‘'v‘o
r】 5.;lrer. 

I. 

W
P S 

I5-J-6' 

4
9
-

t

 

‘ 

. 

'

倚
此
の
闕
値
•

レ
就
て
®

旧
榻
號
5

^

 r
H

ク
セ
ネ
教
滅
共
游

生
殺」

J

 
ニ1H

學
曾
雑
誌」

r

.

】

ギ111

月
號
衆
す
ベ
く
、ニ

S

新 

七
ね
士 

r

を
教
か
通
じV

"

見

4
2

代
猶
太
の
滅
性

」

ら
商
業
研 

究」

路一

卷
鎮

1

號
肺i-i/

二
士 

I

二
八
：

5
0

も
亦
教
ふ
る
所
多
大
な

る
も
のW

思
：！ i

れ
る
。

は
難

丁

七

卷

2
g
l
n
m
)

%

I

九
*
某
督
敎
の
國
敎
，化
ビ
基
督
敎
的
家
族
共
ま
®
を
し 

:

あ
の
修
道
院
の
勃
典
一
お
の
並
督
敎
徒
は
大
都
市 

一
に
居iidし

.？：：i。

し
か
る
に
大
都
市
に
て
は1

は
彼
等
が 

\

主
ク

J

レ
レ
て
手.

H

業
を
營
め
る
爲
め
、
又
ご
に
はX

目
憲
.力 

\

基
督
敎
徒
の
圓
體
を
道
.
#し
だ
る
爲
め
、
此
の
®
の
家 

放

共

雍

濃H
a
u
s
k
o
B
m
u
n
i
o
n
e
n

を
建
設
す
る
こ
*

W

が 

出
來
な
か
つ
れ
の
で
あ
る
が
、
.基
督
敎
が
國
敎
ざ
な
り 

て
か
ら(

紀
元I

I

世
紀)

#

め
て
此
の
こ
ご
が
可
能
ど
な 

つ
ね
の
で
あ
る
。
兹
に
於
て
，か
無
數
の
基
督
敎
的
家
族 

:
.
共
産
體
.即
ち
修
道
院
が
隨
處
に
勃
與
し
れ
の
で
あ
る

力
マ
タ
キ
I

のr

修
道
院
的
.
洪
座
主
義

」

か
敦
む
'
‘ 

银
八
-
域

九

n
i
-

‘1̂
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第
十
七
卷(

III 
ニ！四；！

雜

.
錄

-
(
一

六
：A)
。

..I 

0
>在
道
院
を
桃
成
せ
る
入
々
，0
性
質
（

，湖
代
基 

督
敎
般I

般ヵうセあクたやうに、修道院を赞 

成
せ
る
人
々
に
はn
翔
頻
あ
る
？
即
ち1

方
に
は
少
數 

の
寓
者
有
る
ビ
共
'し
、
他
の
方
に
は
多
數
の
貧
民
卯
ち 

奴
雜
又
は
そS

地
位
よ
り
解
放
せ
.ら
れ
た
る
又
は
解
放 

.せ
ら
れ
ん
と
ど
を
要
求
す
る
者
*
或
ひ
は
農
K
又
は
手 

工
業
者
等
が
箱
つ
や
の
で
あ
る(

H

ハ
五)

一1

、
修
道
院
の
生
：活
方
法
，:
|

普
通
の
家
族
が
勞
働 

又
は
乞
食
又
は
掠
；弊
に

.よ
つ
て
生
活
す
る
が
如
ぐ
、
® 

道
院
'も
力
さ
う
で
あ
る
.。
即(

r
}

主
ぶIj 

極
貧
ぎ
よ 

み
な
つ
て
ゐ
る
修
道
院
で
は
行
乞
を
生
，.ご
し
フ
又(

一

一) 

す
者
を
®
貴
ご
r
u
M
ひ
；は
保
譲
者
ご
し
た
修
道
院
は
金 

錢
财
物
及

奴
！！

又
は
農
失
の
寄
進
を
受
け
て
之
を
掠
敏 

す
る
こV

-

し
よ
つ
て
生
活
す
る
。
じ
か
れ
ご
も(

三)

大

多
數
の
修
道
院
は
貧
民
の
则
體
で
あ
つ
て
、
少
く
ご
も 

最
初
は
.

、

の
閣
員
の
游
肉
勞
働
に
よ
ウ
て
生
'

V
f
q

し
.
.，

ĉ
.

力：> 
f
f
のT

修
道
院
，的
共
産
主
義

」

，
^
讀
む

筑
八
號

九
®

• 

J 

-
I
- 

• 

r
l
' 

■ 

!
. 

-
-
I 

-

の
で
あ
る(

H

ハ
六)

。

1

ニ
、
修
道
院
劍
立
裁
の
筋
肉
勞
働
尊
重
四
世
紀 

に
出
で
た
る
最
如
の
修
道
院
は
筋
ぬ
数
働
を
原
則
ご
し 

た
。
當
時
の
最
も
重
要
な
る
修
道
院
創
立
者
卯
ち
四
：

1=1

紀
に
於
て
は
ア
ン
ト
こ
ク
ス
、
パ
コ
ミ
ク
ス
及
び\

ジ 

タ
ク
ク
、
A
世
紀
の
發
端
に
於
て
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
敎 

腹
の
創
立
者
れ
る
ヌ
ル
ジ
ア
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
等
はIf 

れ
も
之
を
獎
働
し
た
の
で
あ
る(

j

六
六)

。

一
ニ一、

出
家
者
に
對
す
る
家
族
の
仕
送
ら
I

傲
.湖
は 

各
人
は
任
意
に
出
家
し
て
修
道
院
に
來
役
す
る
こ
ご
が 

出
來
た
、
而
し
て
其
の
實
家
は
之
に
S
し
て
尙
も
仕
送 

り
を
纖
け
た
も
の
で
あ
る(

一
六
六V

第
二
"
修
道
院
的
共
産
主
義
のI

般
的
性
質

——

勞
働
者
生
産
組
合
ど
の
比
較

:
1

四
、
.修
道
院
ぶ
勞
働
者
生
産
組
合
と
の
類
似
—

其

の
性
質
並
に
目
的
に
ょ
つ
て
、
當
時
の
修
道
院
を
ぱ
キ 

日
の
势
働
者
生
廣
紀
合
ご
同
視
す
る
人
が
有
る
0
 

9
者

_

f

考 

-?

いl
/

A

らt
v
,

に
限
ら
ル
た
る
肅
®
に
對
す
る
を
の
時
代
の「

社
會 

间
®」

を
ぱ
當
事
者
自
ら
の
活
動
に
ょ
つ
て
解
決
せ
ん 

ミ
す
る
試
み
で
あ
る
，

(

六
r;ハ)

。

\
I

五

,
雨
者
の
第，1

の

相遊
、：：：

a
お
の
f
t會
と
現
代
の 

:

败
會——

し
：か
し乍

..

雨
者
の
：問
：に
は
.

S
:

；々._3

き
棚
き
；，
 

一：が
有
る
。
そS

長
-
^
‘重
大
な
る
：̂
今
日
の
*
會V

赚
馬
：
 

の
社
食
め
相
違
で
あ
る(

，r
j
;ハ
七)

。

り
！六
、
資
本
主
義
的
生M

組
織
せ
®
品
生
鹿
資
本 

主
義
的
生
f

f

i

組
！！

は
商
品
の
生
.齋
ぉ
目
的
ミ
す
る
。：
故
，
 

に
勞
働
者
生
®
組
合
：か
亦
組
合
寶
の
消
費
物
な
ら
ず
し
：
 

て
市
場
め
た
め
の
商
品
を
生
.龍
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
從 

0
て
自
ま
廣
爭
？
恐
®
と
の
弊
害
と
鬪
は
ね
ば
な
ら
ぬ 

の
で
あ
る
川a

六
七)

。

：

5
>
H

旧(

真

博

土

*
数

侧

あ

ホ

鹿

組

介r

商

學

研

究」

.ル
ニ
⑥

ホ
ー 

號

S

看
。

.1

七
"
資
本
主
義
以
前
の
牛
遮
組
織
ビ
悄
赞
物
の
生
® 

し
か
る
に
資
本
主
義
以
前
の
#

*
組
織
に
あ
ウ
て

は
、
各
農
家
又
は
各
莊
圓
は
自
己
の
露
要
の
.た
め
の
消
一 

費
物
の
生
産
を
原
則
ぶ
し
、
银
じ
を
の
剩
除
を
ぱ
商
品 

し
て
市
場
に
特
出
し
た
の
で
あ
るS

修
道
院
の
場
.
 

合
も
亦
之
ご
同
じ
で
あ
る
‘
但
し
此
處
じ
於
ご
は
剩
餘 

あ
れ
ぱ
^̂
ー
を
以
て
貧
^
^
に
嵐
す
る
も
の
ご
爲
へ
た
る
を 

以
て
、
之
VJ
廣
リ
て
得
れ
る
金
を
以
て
救
貧
事
業
の
資 

に
充
て
た
の
で
あ
る
•(1

六
七)

:
.
.
.
S

パ

ラ

ラ

71

註
衆
看
。
‘
.

1

<

、
修
道
院
に
於
け
る
自
然
經
濟
の
殘
存
'~

中
世 

紀
末
期
に
於
て
は
都
ル
工
業
の
银
達
に
伴
ひ
、
修
道
院 

も
亦
そ
の
竿
エ
品
を
市
場
に
賣
出
す
"』

ご

、
な
つ
た
け 

れ
ビ
も
、
大
勢
は
依
然
ご
し
て
自
己
消
費
の
た
め
の
生 

.

產
で
あ
つ
だ
。
卯
ち
修
道
院
は
勃
.

興

し

つ

、
あ
6

し
資 

本
主
義
の
影
響
を
受
く
る
こV

J

最
も
少
く

’

し
て
、
最
も 

長
ぐ

ほ
然
經
W
を
®
續
し
た
の
で
あ
る(

一
六
七)

。

一
九
、
南
者
の
第
二
の
相
異
、
集
産
主
義
て
共
産
主
義 

—

親̂
代
の
勞
働
者
生
蒲
組
合
は
生
産
手
段
を
共
有
ど

梁
十
七
おn

四iir

五
Y
:
雜

力
め

]
の
• I
修 
道 
院 
がJ
rlh

m
生
義
し

ダ<1̂
m
V

鎮
<
號

九
五



露

.
，
i
J

J

S

H

.

?
セ

卷

n

I

K

r
 ;

糊

鋳

カ

ク

さ

l

i

i

i

l

§

讚

む

み

、
虎

九

々

 

にr

パ

^r
し

て

に

は

,
S

い
の
す
あ
，

否
f

嘲
笑
せ
る
も
"
そ
の
賞
其
は
彼
等
の
S

S

る
：
反
之
修
道
院
に
て
は
生
淹
平
段
ご
共
に
消
®
手 

.段
を
も
共
有
ご
し
た
の
で
あ
る(

一
六
八
ン
。

ニ
：

0
、

雨
S

第

1
1
S

逮

御

別
S

許
S

I

今

日

の

努

働

生

*

組

☆

ね

個

別

®

を

許

し

て

ゐ

る
.

.

蓋

し

 

生

票

段

の

み

の

共

有

は

何

等

之

に

板

觸

し

な

い
か
ら 

で

あ

る

。

し

か

る

に

修

道

院

に

て

は

個

別

婚

は

許

e

 

な

し

否

婚

姻

そ

の

こ

W

が

許

さ

れ

な

か

り

た

。

ザ

.さ
れ
は
農
的
家
族

■

(

こ
.れ
亦
共
摩
主

義

的
g

を
は
許
さ
れ
た
の
で
あ
る)

ご
異
ヶ
、
财
遮
權
及
び
V
S 
:
 

機
制
度
の
f

せ
ら
れ
た：0

中
世
0
時
代
に
於
て
.

 ̂

別
®
を
許
す
こ
ご
は
、i

道
院
の
共
産
i

を
破
壊
せ 

す
に
は
^
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る(

一4、

八
'

1

。

一一
二
：
婚
雄
：め
謝
の
股
W
ピ
し
て
の
經
濟
S
係——

む 

主
韻
的(

資
本
主
義
的)

偶
文
视
は
修
道
傅
M
の
昏

係
の
必
然
の
歸
結
で
あ0

た
の
で
あ
る(

一1 
ベ
九
ン
。
 

ニ
ニ
、
維
.

お
の
婚
姻
制
度
ご
修
道
院
の
禁
欲
生
®

 

^

_

 

I
™

婚
姻(

厳
密
に
は
個
別
®
を
云
ふ)

の
不M
足
は
必
.ら
す
し 

も
絕I

S

的
鶴
欲
を
ま
味
し
な
い
。
卯
ち
個
別
婚
以
外
の 

一
性
交
は
？
さ
る
べ
ぐ
、
例
へ
ぱ
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
國
に 

I

て
は
享
览
.キ
り
み
の
共
有
を
規
定
せ
ら
る 

> 
階
級
に
國
家 

婚
を
命
じ
た
ら
ビ
雖
も
、
灘
.取
時
代
に
あ
つ
て
は
個
が 

\

婚
の
制
度
旣
に
確
立
し
、
修
道
院
も
之
を
破
つ
て
他
，)

一
適
當
の
方
法
を
見
出
，す

ま

」

が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ 

るa

六

九
.
；

o

第n
r

享
業
手
段
の
共
有SJ

個
別
婚
雲
F

の
關
係——

北

米

ぱ
於
け
る
紫
敎
的

共
産
ホ
て&

的

殖

民

地

の

{賞
例

r

-

F

享

樂

年

段

の

共

有

ご

獨

身

生

®

ど

の

關

係

_

そ

の

賞

例|

吾

人

が
修
道
院
の
f

生

活

を以
て

享 

集

手

段

の

.典

有

に

基

.く

く

せ

る

は

化

し

て

妄

斬」

=1
,5T<

1

t

古

代

に

於

て

は

グ

：
ラ

ト

ン

及

び

H

ツ

セ

ナ

I

團

體
 

あ

ら

、

又

近

代

に

於

て

は

十

八

九

世

の

交

合

娘

H

.

K
素
 

朴

的

共

産

.
主

義

を

賞

現

せ

ん

ご

し

た

る

識

殖

地

に

於

 

て

そ

の

®

例

を

求

め

る

こ

，
じ

が

出

來

る

。

是

等

の

殖
 

地

卯

ち

所

謂

宗

敎

的

共

遮

主

義

的

殖

民

地

は

；、

：；資

本

 

主

義

的

生

能

制

度

の

詣

識

を

出

發

a

t

:

し

、

^
生

疲

平

段

 

の

兆

有

を

M

則

ぶ

す

る

所

の

近

代

空

：想

的

社

#

主

義

 

(

オ

I

ク

H

ン

、

ス

！

：ッ

I

I

、

及

び

力

ベ

I

)

を

®

明

せ

 

ん

ご

し

た

る

詣

殖

民

地

ょ

レ

は

M

か

に

區

別

せ

ら

れ

ね
 

ぱ

な

ら

ぬ

。

s
(
i

六

九

)

。

3
^

誤
ポ
的
共
座
義

W

は
亭
架
手
段
の
み
^
!
5
;
*

共
有'f

レ
し
て
處
チ
段 

.

の
洪
浪
か
，が
要
と
：ぜ
ざ
ゐ
も
の
を
云
ふ
：

.

⑧
 

v
e
r
g
l
.
-
'
v
.
c
r
'
l
s
u
f
e
r
,

 

B
,
i
.

 

I
V

‘
.
T
e
i
l

 

I
I

.
’
H
i
l
i
q
u
i
t
,

 

D
i

e

 

.
u
t
o
p
l
s
-

.che,.soz:.ails.mus 

undl 

die 

.kommupistisclledJversucTle 

i
p
. 

d
s

..

.

. 

V
J
e
r
e
j
n
.
i
g
t
e
.
n

 

S
t

a
a

t
e

n

 

N
o

r
d

a
m

e
r

i
k

a
s

.

.

-
o
i
e
.
l
l
l
,
.
u
c
b
e
r
:
'

 

ひO
Z

I
£

l
s

m
l

l
s

 

d
r

o
s

m
u

n
i

s
m

u

の 

u
n

d

 

A
n

a
r

c
h

i
s

.
m

u
s

.

 

v
o

r
l

e
.

s
u

b
g

 

.
n
.
r
. K

o
m

m
u

n
i

s
t

i
s

c
h

e
.

 

s
.
t
a
a
t
,

 

v
n

.
.

 

S
;
e
l
l

ロa
g

 

d
e

s

 

,
S
0
‘ 

N
l
a
.
l
l
s
m
u
s
' 

z
.
-
i
r
’
E

e
i

i
g

i
o

i
r

 

u

ロd
'

E
h

e
.

.

£
の
宗
敎
ビ
の
.關
係

-
是̂
等
合
娘M
に
於
け
る
索
补

，的
典
産
キ
義
的
殖
民
地
は
何
れ
も
宗
敎
的
性
質
の
も
の 

.で
ぁ
つ
て
、：
何
れ
か
の
共
庫
主
義
的
.旧
體
に
腐
す
る
.) 

ぶ
は
、
同
時
に
何
れ
か
の
定
ま
つ
た
宗
敎
的
敎
義
'を
信 

奉
す
る
こ
，/

」

で
ぁ
つ
た
の
で
め
る
2

七
o
y 

一

J
1

五
"
是
等
殖
民
地
の
婚
姻
に
®
す
る
態
度——

合
衆 

.國
に
於
け
る
宗
敎
的
共
避
主
義
的
諧
M
體
に
就
い
て
は 

チ
ヤ
t
ル
ス
、
ノ
ぺ
ド
ホ
ス
.W
の
夙
に
記
述
せ
る
所
な 

る
が
"
之
に
ょ
れ
ば
"
婚
姻
制
度
を
排
斥
し
な
い
も
の

は
唯
の一

CV

も
な
い
の
で
お
な(

！

七
0)

。

W
照
註

.

.

Charles 

NordliofT, 

T
h
e

 

c
o
m
d
u
n
i
s
t
i
c

 

societies ,of 

the 

U
n
i
t
e
d

 

States, .froin. 

personal. Visit 

a
n
d

 

o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n

 

L
o
n
d
o
n

 

1S7 
ハ
.

ニ
六
、
婚
姻
を
認
め
た
ろ
ニ
ウ
の
例
外(

一)

r
マ
ナ
‘脚 

體(
一
D

セ
バ
ラ
テ
ィ
ス
ト(

分
立
敎
徒)

——

是
等
の
宗 

，
派

中

唯

二

.，

C
V
W

ち
ァ
マ
ナ
f
f
l體n

八
四
四
年
創
立)

及 

び
セ
.、v
ラK

イ
ス
ト(

分
立
派
、

一
八
一
七
#
以
來
蒋

四
>
 

合
衆
國
に
於
け
る
素
朴
的
共
産
主
義
的
殖
民
地
立)

は
婚
姻
を
認
め
た
ヶW

雖
も
、尙
獨
身
生
活
を
以
て 

;

:

雜

十

志
a

@

s

-

〕

難
‘

錄
.
' 

カ
ウ
キ
！
のr

修
道
院
的
共
塵
生
譲
.
V
. 

受

购

九

七
'



第

十

七

餘

n

四
H
八)

雜

錄

力
サss

キ
I
のr

錄
道
踪
的
共
®
主
養
讀
む

第
八
聽

.J

<:1
:'：v

、1

層
高
尙
且
ウ
有
翁
な
る
も
の
ビ
し
た
0
特
に
：セ
パ
ラ 

:、テ
ィ
ス
ト
の
如
&
は

最

如

：̂

婚

姻

を

禁

じ

て

居

つ

な

の
 

で
あ
る
が
、

一

八
三
0
ギ
以
來
之
を
許
ず
に
至
つ
た
の 

で
あ
る
？
け
れ
.ざ
も
そ
め
规
約
士1

ヶ
條
の
第
九
條
ホ 

に
は
明
か
に「

完
全
な
る
離
欲
は
婚
姻
ふ
ら
も

一
層
效 

,

續
有
る
も
の
なb

j
w
g
i

し
て
あ
る(

j
七
o)

c 

ニ1

七
、
其
の
他
の
宗
派
に
於
け
る
婚
姻
め
禁
止(

三)

ラ 

ク
..ゾ
敎

徒

の

他

の

宗

派

は

公

然

婚
姻
を
禁
止
し 

た
。
ラ
ッ
グ
敎
徒
は
裁
お
即
ち 

一
A

O
三
年
以
來
婚
姻 

を
靓
め
て
來
た
の
で
あ
る
が
、

,

j

八
.

0

七
年

に

至

0 

身
制
度
の
必
要
な
る
を
覺
つ
。
し
が
る
：に一

八
三
二 

.ギ
に
至
ら
"
禁
欲
生
活
に
#
念
せ
；<? 
ニ
五0

名
め
ラ
ッ 

フ
敎
徙
は
そ
の
主
要
脚
體
を
脫
出
し
て
獨
立
の
圓
體
を
，
 

-樹
立
し
た
の
で
あ
る
が
"凝
何
も
な
ぐ
宠
解
し
、そ
の
財 

廣
は
各
家
族
に
分
配
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る(

ブ
ヒ
P
O

,

」

1

八
、

S

M

敎
徙
.，1

米
國
最
古
の
共
能
主
義
的

宗

：
 

派
な
る
霞

教
徒
は
そ

の

五
大
規

約

の

第

】

ケ

に
☆
て

九
八

\

.の
間
に：

普
及
す
.
.
に
從
ゥ
て 

>
,
從
等
を
の
婚
搬
制
庇

‘ 

を
ぱ
與
論
の
要
求
に
應
じ
て
ー
凝
更
ね
ぱ 

ね
。T

ぶ
に
於
て
か
此
のM

體
の
創
立
紫
に
し
て
圓
長
な 

る
ノ
4

.

H

ス

H
. 

H. Noyes
.

は七九年湖員に
 

，向

つ

て！

つ
の
敎
誉
を
與
へ
た
の
で
あ
る
、
日
ぐ——

 

a

七

一
)

。

i
m
l
>

 

第

一

條
閣
體
婚
放
棄
の
，理
由——

「
J

。我
々
は 

-

を
の
適
合
及
び
終
局
の
成
功
を
疑
ん
が
爲
め
に
あ
ら
ず 

し
て
"
之
に
反
働
す
：る
與
論
に
仗
從
す
る
が
爲
め
に

0 

體

婚Gemeinschaftsehe

の
赏
行
を
放
棄
す
べ
き
で
あ

-ぬ
二
七
ニ)

。
 

•

ニ
ニ
ニ
、
銘
ニ
條
婚
姻
制
度
の
理
想——

「

ニ
。
.我
々
は 

霞
敎
徒(：一

般
に
禁
欲
生
活
を
要
求
し
た
る)

に
.も
懒
又 

一
般
W
會
に
も
做
は
す
し\

婚

姻

^
^
承

認

ム

而

か

も
 

8
身
生
活
を
推
獎
し
れ

<̂?'使
徒
ポ
| 
ロ
に
做
ふ
ぁ
の
で 

ホ
る(：1

七
こ)

。

-

.

ニ
！M
L
,
> 

M

Eの
！
一
階
級——

「

汝
等
が
此
の
變
更
を
行

祐
十
S
 

2

四
S
 

0

盤カウツキ

I

のr

修
道
院
的
共
鹿
生i

f

 J

ル
謝
む

共
産
主
義
を
又
第
二
ヶ
條
に
於
，て
禁
欲
生
活
を
規
定
し

て
ゐ
る
、

(

一
七
一)

。

ニ
九
、
國
家
娘
を
許
し
た
る一

つ
の
實
例(

五)

完
全
敎 

徒
^
^

—

是
等
の
宗
派
中
唯
®
ゥ
ォ
ネ
ィ
ダ
及
び
ク
ォ
ジ 

I

ン
グ
ブ
ォ
}

ド
の
完
全
敎
徒
の
み
は
、
個
別
婚
の
否
認 

r

を
禁
欲
生
活
に
導
か
す
し
て
ブ
ラ
ト
ン
的
國
家
嚼>,i

導 

:

い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
等
の
信
仰
に
よ
れ
ば
、
遊
督 

は
財
の
共
有
の
，み
な
ら
す
人
の
共
有
を
も
敎
へ
た
の
で 

あ
る
？
而
し
て
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
國
に
於
け
る
が
如
く 

完
全
敎
徒
じ
於
て
も
亦
、

兒
賞
の
出
盧
は
t
t會
に
よ
ウ 

て
制
御
せ

ら

る

、

の

で

あ

る

(
j

七

ニ)

。

-

-

0

完
全
敎
徒
に
於
ゆ
る
藤
家
婚
ご
文
化
ご
の
關
係 

——

而
し
t

こ
の
完
全
敎
徒
が
米
國
に
於
け
る
素
朴
的 

典
産
主
義
的
諧
宗
派
中
經
濟
的
に
も
智
的
に
も
最
高
の 

地
位
に
達
し
た
る
こ
を
は
特
に
注
意
に
値
ひ
す
る
所
で 

あ

る

ニ

七

f )

。

ニ
ニ
、
完
全
敎
徒
の
婚
®

^

®

程̂

1

文
明
が
被
等

ふ
時
は
、
鹏
體
は
ニ
ク
の
異
れ
る
階
級
よ
り
な
る
で
あ 

ら
う
、
即
ち
有
配
過
者
，ビ

獨

ビ

で

あ

る

。
二
者
共 

に
可
な
れ
ど
も
、
後
紫
を
以
て
勝
れ
り
さ
す
る(

一
七

5

0

.,三
五
，>
破
餘
の
共
産
主
義
|

 

^
^の̂
變
‘更
の
後
我
々
‘
 

の
共
産
主
義
に
就
て
後
に
踐
る
も
の
は
次
の
通
み
で
あ 

るa

七
ニ)

。

三
六
、
其
の
I
V
財
産
及
び
企
業
の
共
有——

「
！

-我 

々
の
財
産
及
び
我
々
の
企
業
は
今
だ」

通
り
共
同
財
® 

G
e
m
e
i
n
d
g
e
n
t
u
m

た
る
こ
に
變
り
は
な
ハ(

1

f
cニ)

o 

三
七
ァ
其
の11、

家
政
及
び
食
事
の
共
同一

n

一。我 

々
は
今
迄
通
.み
典
同
の
住
居
に
生
活
し
且
つ
平
等
の
，食 

事
を
執
る
で
あ
ら
う(

1

七
ニ)

。

ニ
！
A"

其
の
三
"
兒
量
敎
育
の
共
旧——

n

ニ
。我
々
は 

今
迄
通
卜共

！
：

の
兒
量
敎
育
を
行
ふ
で
あ
ら
う(

1

七 

ニ)

。

三
九
、
.

其
の

@
r

禮
萍
.

及
び
集
會——

「

四
。
殺>

は

m

i

九
九



箱

十

七

卷

n
.

四
叫
0

)

雜

M

カ
サ
ク
キ
I

のr

修
道
院
的
共
産
虫
説

」

か
讀
.

银
八
號

1
0
0

我
々
に
収
ヶ
て
：旣
に
规
律
ビ
な
れ
.

る
た#

晚
の
盤
愈(

禮 

拜
の
こ
ご
な
ら
ん)

，

.及

：び
道
德
的
並
に
精
軸
的
完
成
の 

た
め
.

の
有
ら
ゆ
る
方
法
を
講
す
る
で
あ
ら
ぅU

七一
i
r

 

四0
、

共

能

主

義

同

生
®

 

n

「

共
造
主
義
は(

M

 

體
#

の
制
度
を
伸
は
す
ポ
も
の
意
な
み)

®

々
を
協
；
：
^

 

せ
し
：む
る
に
充
分
で
も
る

j
C

 

r

七

1
1
)

0
 

:
S

 

I
、

：.閲
體
婚
の
分
裂
t

北
ハ
蔑
主
義S

M

解
I

.こ
の 

期
待
は
忽
嘉
切
ら
れ
た
。

r

殆
ん
ど
何
人
も
«

身
生
f

f

i
 

のS

舉
な
る
狀
態
に
止
"

ま
ら
ぅ
を
は
欲
-3
な
か
っ
た
。
 

閲
體
婚
は
魏
多
の
個
別
婚
に
：分
製
し
力
之

V」
共
に
家
政 

:
:
:

の
：共
産
主
義
ぱ
其
の
據
っ
：て
，立
っ
辦
の
基
礎
を
失
っ
た 

の
で
め
るa

七
ニ)

。；
：

'
.四

：
ニ

、
，
之

に
®

す

る

V

ィ
ン
：ズ
の
批
評

I

视

制

提

ハ

- 

ィ

ン

ズ

W
,

 

A
.

 

B
M
s

 

:

は

之

：
^

就

て

次

の

如

く

評

し
 

’て
ゐ
を
パ

1

七

ニ

)

？

'

，
四
ニ

1、

主

義

分

裂

め

：律

®

一

——
：
：「

お

産

主

義黎
 

.裂
は
個
別
截
に
起
旧
し
て
力
る
。
.個
別
婚
は
自
然
に
實

子
に
對
す
る
抑
他
的
與
味
を
起
，さ

し

め

’
延
い
て
其
の

現
在
及
び
將
來
の
用
に
供
す
る
.爲
め
に
個
人
的
財
産
を

集
績
す
る
に
至
る
0

で
あ
る」

s
(
：
l

七
三)

。

1
原
餅
'̂デ A. rlinciSj American .'COBmtlnitles, C'nica

のo. I90S- 

2
1
3
. 

•

四
四
、
ォ
ネ
I
ダ
闇
職
の
組
織
改
造——

l
i

に一

A
八 

:

.一
年
ォ
：ネ
I

ダ
腳
體
は
共
産
主
義
的
圓
體
ょ
り
株
式
會 

社
に
變
化
し
、勞
働
者
の
嫁
激(

数
働
紫
の
生
逮
物
中
ょ 

:

ら
所
謂
剩
餘
價
値
を
掠
#
す
る
こ
ご
、
即
ち
資
本
生
義 

的
企
業
i
K
ふ)

を
行
つ
た
。即
ち
こ
の
會
社
は1

五0

 

0

人
乃
至1 
一0

0

0
人
ゆ
賞
储
努
働
紫
を
使
役
し
、
而 

か
も「

そ
の
政
策
は
、勞
働
組
合
を
厭
遠
す
る
こ
ど
に
向 

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
，

J(Hinds, 

a, a, 

p
, 

s
'

227.
x

 i

- 

/ 

一：
-
,
: 

.
 
m 

m

，四
五
、
享
樂
ギ
段
の
共
雍
主
義
ご
婚
姻
廢
±
ビ
の
關
係 

——
.HI

ざ
し
て
消
費
の
共
同
を
旨
ご
す
.る
所
の
、
こ
の 

程
度
の
共
養
4
義
.

(
即
ち
素
朴
的
共
®
主
蒸〕

に
あ
つ
て

i
.
i
l
i
_
.

§!
.

は
‘、.
婚
赦
の
廣
丘
タ
如
何
に
密
接
に
關
係
す
る
も
の
な 

る
か
は
，之
を
以
て
も
か
ら
れ
る
で
.
あ
ら
ぅ(

.
一
，：
七

三

)

 

，
四

：六

：、

修

道

院

に

於

け

-

身
生
活
の
原
因
.
1

吾
人 

は
‘
又
更
に>

 

修
道
院
：に
於
は
を
®

#

生
活
も
亦
不
可
解 

な
る
氣分

！？<：

は

斷

じ

て

自
責
的
妄
想
の
ま
物
に
も
ら
ホ 

じ
て
.
各
修
道
院
が
そ
の
下
に
存
立
し
ね
る
物
質
的
關 

係
に
原
因
す
る
も
の
な
る
こ
ご
を
斷1

言
す
るM

七
三i。

第
四
、
修
道
院
的
共
産
主
義
の
成
功20 

其
の
自
己
崩
解 

四
七
？
，北
ハ
産
主
義
タ
努
働
歡
兽——

米
國の

：：

共
産
主 

義
的
殖
：̂
地̂

に

就

て

觀

察

ず

；
ぺ

き
は
"
共
激
主
義
が 

異
常
な
る
動
勉
ご
興
ぜ
，な
る
数
働
の
歡
喜
ご
を
索
し
た 

こ50

で
あ
るF

x
'

 j

七
三3

。

.
E

露
倍
三
我

T

炎
働
の
密
痛

〕
c
r

就
象
歸
励
研
究
し

1
1

三
.

七
四
ま
游
。

‘ 

：

四

<

>

 

共

藍

主

義

ビ

懒

情

者

の

消

減

I

ノ
ル
ド
ホ
ス 

の

す

所

に

ょ

れ

ぱ

 

共

産

主

義

的

朔

體

に

於

て

：は

 

一I
:

ビ

祐
十
七
お
と
四
四

i
)

離
'
 

0

カ
サ
タ
キ
ー
の

「

修
道
'1

共

廣

主

義

」

.
^
諧

む

人
の
瀬
情
者.も
出
さ
な
‘i

 

v
>

云
ふ
t

ざ
で
あ
る
。
彼
の 

厳
寒
際
し
て
苦
行
を
行
ふ
所
の

「
冬
率
®

救
徒」

に
於 

て
す
ら
も
、
來
る

，

者
は
皆
そ
の
规
盡
整
然
ご
し
て
秋
序 

f

に
感
化
せ
ら
れ
、
‘何
等
の
反
抗
を
試
み
す
し
て
努 

侧
に
.
.參
お
す
る
の
で
あ
.
る
1

ーム'々：
(
N
o
r
d
h
o
f
f
^

 

.
a
.

 

p
* 

o
'
v

S
.
3
9
5
.
K
1

七
三)

。

四
九
、
修
道
院
に
於
け
る
筋
肉
勞
働
ビ
修
道
僧
タ
動
勉 

,

——

由
是
觀M

>
修
道
院
に
於
て
は
其
の
修
道
僧
に
® 

し
て
筋
肉
勞
働
を
要
*
し4::̂

る
に
>
'
 
彼
等
が
勸
勉
能
く 

そ
の
任
を
盡
し
た
レ
を
の
記
録
は
決
し
て
輕
々
に
疑
ふ 

べ
き
で
は
.な
いC

i

七
S

。
 

'■

五0
、

修
道
院
に
於
け
る
勞
働
の
制
限
-
-
素

ょ

リ

修
道
僧
は
過
大
な
る
勞
働
の
魚
擔
を
課
せ
ら
れ
た
の
で 

は
な
い
、
そ
の
點
は
資
本
主
義
的
生
*
の
發
達
以
前
に 

於
け
る
他
の
自
ま
勞
働
激S

も
亦
同
じ
で
あ
る
。
例
へ 

ぱ
ぺ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
修
道
院
に
於
て
は
> 

ヌ
ル
ジ
T 

，のi
i

ベ
ネ
'デ
ぅ
ク
ト
の
制
规
に
做
つ
て
、
通
常
勞
働
時

第
A
舰

一

0
.
1



，
鶴

ヤ

セ

餘
，
2

 s
m
l
p
:

雜錄
カヮ
タキ
歉

'成
隨
的
爽
填
主
義

」

セ
激
が

银
八
號

1
0
-
1

1
1

.間
は
七
時
間
で
あ
つ
た(Ratzbger, 

Geschichte 

der 

kJrchlichen 
Armenpflê

re, 

s, 

100.) 

o

:
s

河

と

博

出

課

、

マ

か

ク

：
ス

s

勢

働

w

資

本

」
(

改

課

'

>

四

a
x
l
i
f
d
l
i

 

日

く

ン

今

日

の

賞

数

働

在

は

奴

球

^
農̂

狀

^

逮̂

ひ

、

徘

定

の

生

八

じ 

!

生

細

り

付

け

ら

れ

ズ

ゐ

な

い

：£

H
ふS

I
U
L

於

v
^
、

所

I
S

自

由

か

有 

す

る

か

ら

、
そ

れ

で

自

化

舒

働

み

と

稱

せ

ら

れ

て

わ

る」

と

之

、
狭 

-
:

織

义

は

農

奴

な

ら

ざ

る

炎

働

在

を

云

ふ

。

五

1

、
共
産
主
義
の
經
濟
的
優
越
I

尙
も
ぅ
一
つ
北 

:

ぺ
来
の
，氣
朴
的
共
産
生
義
的
殖
民
撒
が
，吾
人
に
與
へ
る
所 

の
敎
訓
が
有
る
、
そ
れ
は
此
の
，

(

即
ち
共
産
主
義
的)

社
：
 

會
形
態
が
そ
の
內a

其
が
存
立
し
ね
る
、
農
民
的
反
び 

小
資
本
家
的
；

a

會，1̂

 

#
に
一
化
し
て
、
大
な
る
雜
濟
的
優 

越
を
示
し
た
る
こ
？
で
あ
る(

一
七
四)

。

五
ニ
、
其
の
理
由
並
i
^
i
s
®—

此
め
親
象
の
根
元
に 

逆
る
こ
ざ
は
获
に
論
ホ
み
限
ら
で
は
な
い
た
：>;、
，其
は 

，
確

か

な

る

事

實

で

あ

つ

て

；、
ー

是

等

の

圓

體

め

示

し

た

.る： 

富
の
徵
增
に
ょCV

て
最
も
ょ
-
現̂
は
れ
る
：で
あ
ら
ぅ

五
三
、
修
道
院
の
經
濟
的
®
越——

十
九
世
®g

半
期 

に
於
け
る
合
，衆
國
の
如
ぐ
、
隆
碰
な
る
農
民
德
級
も
な 

く
且
つ
又
隆
盛
な
る
小
資
本
家
階
級
も
な
か
づ
た
所 

，の
、
衰
類
期
の
羅
馬
に
於
て
は
此
の
®
越
は
你！

層
賞 

，現
せ
ら
れ
た
に
違
ひ
な
い
。
灘
海
末
期
に
於
て
は
、
農 

民
階
級
は
衰
減
し
>
.奴
織
に
ょ
る
莊
圓
經
濟L

a
t
i
f
l
-

 

ienwlrtschaft

が
之
に
纖
い
た
が
、
更
に
又
そ
の
代
b 

に
悲
慘
な
る
小
作
細
農
階
厳
即
ち「

fj 

J1

ナ
I
ト」

K
O
,

 

l
o
n
a
t

が
起
づ
た
の
で
あ
る
。之
に
働
し
て
修
道
院
的
生 

産
組
合
は
雜
濟
的
に
非
®
に
®
越
し
て
表
は
れ
な
の
で 

あ
る
。
し
か
ら
ぱ
ゾ
即
ち
> 

修
道
院
が
蓝
督
敎
世
界
に 

急
激
に
普
及
し
、
羅
媳
の
技
術
：及
び
*
海
の
文
化1

般 

の
.殘
骸
の
支
持
紫
ぶ
な
ウ
化
の
は
怪
し
む
に
足
ら
な
い 

(
1

七
五)

。

五
四
、
民
族
大
異
動
後
に
於
け
る
修
道
院
の
使
命——

民
族
大
異
動
の
後
&
獨
乙
の
諧
侯
伯
が
修
道
院
を
以
て 

高

-等
な

る

生

産

制

度

：
を

*
の

®
瓶

に

普

及

せ

し

め

る

：
に

I
I
I
P
I

最
も
好
都
合
な
る
機
關
な
ぐW

し
て
、
恰
も
十
A
世
紀 

:に
於
て
歐
洲
詣
國
の
：統
治
者
が
資
本
主
義
的
工
業
を
保
，
 

護
し
た
る
が
如
<
> 
修
道
院
め
設
立
を
獎
勵
し
た
る
こ
.
 

ぶ
も
抓
同
樣
に
怪
し
む
に
足
り
な
い
の
：で
あ
る
。
ァ
ル 

グtv

以
南
に
於
て
は
修
道
院
の
主
要
事
業
は
無
産
者
及 

び
虐
待
せ
ら
れ
た
る
農
R
の
避
難
所
た
る
に
あ
つ
れ
の 

で
あ
を
が
> 
ァ
ダK

ス
以
北
に
於
て
は
其
め
主
要
な
る 

使
命
は
農
業

,H

業
及
び
交
通
の
發
達
に
あ
つ
た
の
で 

あ
る(

1

七
五)

。

:

ボ
五
"
修
道
院
の
經
濟
的
®
越V

掠
瓶
.組
合
人
の
變
化 

;

1——

し
か
れ\

レ
も
當
：時
の
他
のM

潜
的
®
營
じ
對
す
る 

,經
濟
的
優
越
は
早
晚
修
道
院
に
富
力
を
權
ヵ
ビ
を
齋
し 

な
.，
し
か
も
富
力W

權
カ
は
他
人
の
勞
働
に
對
す
る

命
令
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
'.か
く
て
修
道
僧
及
び
尼

: 

' 

,

. 

,

•
, 

_
_ 

. -
-

- 

. 

. 

- 

: 

, 

. 

i 

.

.

.

.

.

-

-

:

は
自
已
の
勞
働
に
，賴
こ
ざ
を
ル
め
て
、

.他
/
^
の

勞

働
 

に

ょ

つて
生

活

す

るこW

が

可

能

を

な

つ

た

"
*
"
而

し

て
 

彼
等
は
自
然
に
之
を
實
行
し
た
の
で
あ
る
。
錢
に
於
て

か
修
道
院
は
生
産
紙
合
ょ
ら
掠
奪
組
合A

u
s
b
e
u
t
e
r
g
?

 

nonsenschaft (

掠
奪
者
圓
體)

に
變
化
し
な
の
で
あ
る(

1

七
六)

"

M五
六
> 
共
産
主
義
的
®
驗
の
共
通
の
蓮
命——

斯
の
如 

き
は
私
有
財
産
及
び
掠
奪A

u
s
b
e
u
t
u
n
g
(

資
本
家
が
努 

働
者
の
生
産
し
た
る
剩
偷
债S

を
掠
奪
す
る
を
云
ふ) 

ょ
り
な
る
社
會
の
内
部
に
於
け
る
小
B
體corporation 

じ
共
産
主
義
を
行
は
ん
€
す
る
總
て
の
賞
驗
の
：終
局
の 

蓮
命
で
あ
る
の> 

こ
の
事
は
生
産
手
段
の
共
産
主
義
に 

も
享
樂
手
段
の
又
は
，雨
者
を
結
合
し
た
る
共
廣
主
義
に 

も
適
用
さ
れ
る
の

で
あ
る
0
前
者
に
對
し
て
は
生
進
組 

合
の
®
史
が
"
又
後
者
に
對
し
ャ
は
米
國
の
素
朴
的
共 

産
主
義
的
殖
民
地
の
藤
史
が
幾
多
の
®
據
を
示
し
て
ぬ 

るn

七
六)

。

，

V 

C
o
m

日u
n
i
s
t

 

M
a
n
i
f
e
s
t
o

 

’
(
N
e
w

 

Y
o
r
k

 

L
a
b
o
r

 

N
e
w
s

 

K
d
,
)

 

p
,

 

ム4
j

ガar
a
g
r
a
p
h

 

V
,

を
見
る
に
、
そ
の
中
じ
は
小
規
模
な
る
社
愈
生 

義
的
货
験
は
必
然
失
敗
に
運
命
せ
け
ら
る

ゴ
云
ム
も
其
の
理
ほ

は

魏

い

て

ね

な

い

第

卷

(
1

四
W

二I>

軸

0
.

力やタキ

I

かr

修
道
院
的
共
座
主
義
し
化
譚
む

.

，〈

號

1 

0
3



H
H
H
B

辦
十
七
盤
.

，.c
j

四
四
叫)

雑

M 

V

み
々
ツ
キ
！
ゆn

修
道
院
的
共
産
ま
義」

，^
鐵
，；

猪
八
號

V
五
七
、
其

の
殺
由
"

^

^

^

生
诡
事
業
の
擴
張
，.ご
勞
働
者

の 

使
役
，一

蓋̂
し
前
激
に
し
て
も
後
者
に
じ
て
も
原
則
ご 

'
.し
，や
、
，そ
の
生
廣
事
業
の
發
展
す
る
に
俾
づ
：
-

て
、
勞
働 

.力
の
不
足
を
感
ず
る
，タ
而
か
も
齋
來
の
刷
員
は
0
分
等 

.V」
I
I
I

等
の
地
位
に
立
つ
：‘ベ：き
、
同
樣
な
る
權
利
を
有
す 

る
新
脚
員
を
慕
雄
ず
る
代
ら
にr

 

.圓
禮
の
經
蠻
に
#

ン 

.

:

て
.ダ
等
'の
發
言
播
を
も
有
.

せ.
さ
.

る
越̂
働
激
を
賞
能
す
る
，，. 

か
ら
で
あ
る(

1

七
六)

o 

:

五
八
、
筋
肉
勞
働
の
，
.

解
放
：を
精
W

勞

働

の

遂

筋

，
 

肉
勞
働
よ>CS

の
解
放
は
必
ら
す
し
も
總
て
の
勞
勘
の
教

1
0
0

方
に
設
け
ら
れ
た
る
、
農
業
者
、
手
工
業
者
、
奴
！
！
、
* 

貧
民
等
の
生
産
組
合〈

初
湖
の
修
道
院
を
云
ふ)

s

ぱ
藝 

術
及
び
學
問
に
取
ら
て
最
適
當
の
場
所
で
は
な
.か
ゥ
'. 

ち

«
術
及
，び
料
學
は
尙
基
督
敎
の
勢
力
の
下
に
ぁ
つ 

た
羅
お
に
於
て
は
？
都
市
に
集
中
さ
れ
て
居
つ
た
の
で 

ぁ
る(

j

七
七)

。

I
ひ
バ
ラ
ダ
ラ
7 ! 

0
、

修
道
院
，！̂
構
成
せ
る
入
ゃ
の
性
货*

缴
看
。

六
0
、
羅
ボ
文
化
の
衰
類
一

し̂
か
る
に
生
産
的
勞
働 

に
從
事
す
ぺ
き
奴
織
が
廢
止
せ
ら
れ
て
か
ら
は
> 
填
に 

羅
ポ
の
奢
侈
の
み
な
ら
す
"
科
學
、
藝
術
"
.手
工
業
、：

棄
を
意
味
し
な
い
そ
は
精
神
勞
働
に

ょ

る

仕
事
を
可I

及
び 

一
f

文
®
が
地
S

っ
.て
了
り
た
。
農
業
1

.
 

能
な
ら
し
め
る
、
而
し
て
此
のS

に
於
-
-も̂

亦

修

道

院
一
々
穀
な
る
器
民9

素
朴
的
な
る
小
作
§
:

沈
®
し
，
 

はf
,

a

な
っ
.
^

(

一
七
六)

。
 

j
た
。
而
し
て
農
業
の
衰
類
に
伴
っ
て
都
市
も
亦
衰
額
し
、 

五

九

、
；精

神

勞

働

の

，
方

向

I

羅
お
に
於
け
る
學
藝
の
.
そ
の
人
口
は
減
少
し
、
生
，舌
狀
態
は
低
下
し
2

0
加
之

.學

に

隙

係

レ

な

か
ウ
た
。
蓋
し
齊
産
者
的
社
き
€
國
家
の
だ
ら
し
め
た
.の
で
あ
る
.

(

ニ
七
七)

。

ビ
が
之
を
頼
は
し
え
ざ
る
、
.市
外
恐
ら
く
は
遠
t
eの

地

六

I

、
學
f
f
iの
避
難
所
を
し
て
の
修
道
院
！

か
\
る
-

§;I
I
I

!
I
I
iI
I
I

跡
に
富
格
ご
な
て
居
り
ね
修
道
院
は
勢
ひ
最
上
の
"
*
. 

否
、

r

の
、
科
學
及
び
纏
術
の
■
難
所
ご
な
ゥ
化
。
 

夙
に
四
®
紀
に
於P

修
道
院
：の
生
®
發
厲
の
氣
勢
を
示 

し
た
れv>

も
、
，：精
神
生
活
の
中
心
.が
修
道
院
に
移
つ
た 

の
は
六
世
紀
以
後
の
こ
ぶ
で
あ
る
。
爾
來
都
市
生
活
の； 

復
®
に
至
る
ま
で
修
道
院
は
學
藝
の
中
.心

で

ぁ

っ

た

の

.
： 

で
あ
る(

1

七

七)

。

六
ニ
、
學
藝
じ
從
事
し
た
る
は
，少
數
者
な
る
こ
ビ
—

. 

しS

れ
ご
も
修
道
院
じ
あ
つ
て
其
、の
獲
得
し
た
る
暇
' 

を
ぱ
藝
術
乂
は
科
學
の
.攻
究
に
赞
し
た
者
は
何
時
で
も 

修
道
院
法
居
者
中
の
小
數
者
に
過
ぎ
な
か
づ
た
。：
大
多 

數

の
者
は
掠
癖(

修
道
院
が
®
强
ご
な
る
に
從
つ
て
、
勞 

，働
卷
を
使
役
し
、
院
め
圓
員tr

直
接
生
薪
的
勞
働
に
從
，
 

事
す
る
を
要
せ
ざ
る
に
至
リ
し
も
の
で
あ
る)

に
i
ウ 

て
與
へ
ら
れ
れ
，る
富
裕
の
律
活
ざ
旧
暇
ビ
を
ぱ
、
職
鄙 

.な
る
享
に
空
費
し
た
の
で
あ
る
。
宜
な
る
か
な
、
.修 

道
臂
の
懒
隋
ご
榮
華
醋

W VJ

が
終
に

f
f
i
® 

S

な

；
^

し

こ

ビ

や(1

七

，七
.

)

Q
 

,

六
三
、
修
道
院
の
經
桃
的
優
越
だ
社
愈
的
使
命
め
變
化 

.

4
T

か
@
餘
の
社
會
じ
對
し
て
輕
濟
的
.優
越
の
地
位 

じ
達
す
る
に
從
ひ
"，

^
5も
中
世
に
於
け
る
村
落
闕
體： 

Markgenossenschaft 

及
び
同
業
組
合.ZOnfte 

(

英
ギ

.

k

ド)

の
如
く
、
又
十
九
世
紀
に
於
け
る
幾
多
の
成
功
せ 

る
共
産
主
義
的
殖
：

iS

地
文
は
数
働
者
生
産
組
合
の
如
く 

修
道
院
も
亦
排
他
的
ミ
な
つ
ね
0
即
ち
孤
は
生
産
組
合 

ょ
ら
掠
奪
組
合
ざ
化
し£

之
ど
典
に
貧
闽
者
及
び
韻
迫 

紫
の
避
難
所
た
る
こ

ズ̂
を
.止
め
て
/
*
貴
族
の
子
女
の
爲 

め
の
保
養
所
ビ
な
つ
た
の
で
あ
る
.

(
一

七
A)

。

W
パ
ラ
！：

S

ラ
フ
五
‘五
象
照
。，

.第
五
"
修
道
院
的
生
産
主
義
復
活
の
蓮
動 

.六

修

道

院

の

復

☆
述

動

^

^

し

か

れ

V,

も
修
道
院
：
 

を
し
て
一
方
に
於
て
は
：生
‘遊
組
合
れ
ら
し
め
又
.他
方
に
.
 

於
て
は
貧
困
者
及
び
靡
迫
者
の
爲
め
の
避
難
所
ね
ら
し 

め
ん
€
の
婴
求
は
中
世
の
全
般
に
渡
ウ
て
絕
ゆ
る
こ
を

館
十
七
想
.

(

1
四
四
‘五)

カ
ッ
ツ
キ
ー
のr

修
道
院
的
典
廣
主
義」

請
む

號

!
§



?

七

盤

(

5

四
六)

0 

缴

カ
ゥ
タ
キ
ふr

修
道
院的

#:

産

主

義

」

，

第

八

號

一0

六 

な
ぐ
從
來
存
立
せ
る
翁
脚
又
は
個
々
の
修
道
院
め
改 

<
も

，
そ
の
效
架
は
多
ぐ
は
な
か
つ
た
。
卵
ち
赚
何
も 

革
に
又
は
新
な
る
敎
圓
又
は
修
道
院
の
創
立
に
な
く
以
前
の
狀
，鶴
に
逆
轉
し
た
の
で
ぁ
るr

一
 

七 

よ
つ
て
修
#
院
を
し
て
其
の
本
ま
の
面
目
に
歸

ら
し
.，4

ハ
<
、
新
敎M

の
運
命
I

新
な
る
蓋

，t
圓
を
侧
設

め
ん
ヒ
し
た
の
で
あ
る(

一

七
A)

。

ム
ハ
五
’

修
道
院
改
革
の
方
法(

：u

財
旅
の
：沒
收
一
^
改 

"，革
の
方
法
は
多
岐
な
ね
：ご
雖
.も
、
其
の
最
も
簡
単
に
し 

.て
改
革
者
に
身
利
な
る
修
道
院
ょ
ら
總
て
の
餘
分
の 

財
-度
を
沒
收
ず
る
：こ
ざ
ヤ
あ
っ
た
。
®
乙
皇
帝
ィ
ン 

ジ
ッ
ヒI 

®

a
 

0
0
!
-
I 
一
 

0
1一
四
年)

は
之
を
行 

ウ
ね
最
も
著
し
い
例
で
あ
ろI

參
照
、Lamprecht, 

De- 

utsche 

GeschJchte, 

II, 

s. 

2
8
q

 

ff.
,

及
び 

GieselDre- 
cht, 

Deutsche 

Kalserzeit, 

II. 

s. 

S
4

 

f
f

.
)

,

六
六
、
改
革
に
對
ず
る
修
道
僧
の
反
抗
^
—.3

か
れ\

レ 

も
精
悼
な
る
修
道
僧
は
‘往
々
に
し
て
之
に
灰
對
し
、
改 

.革
に
熱
心
な
る
長
老
は
®-V

放
逐
せ
ら
れ
，た
の
で
あ

.

.改

革

.の
勉
命

-

-

-

-

-义

改

革

の

成

功

し

ね

る

所

し
力
る
時
も
之
ビ
同

じ

で

あ

つ

即
ち
是
等
新
敎
制 

の
創
，立
者
は
修
道
院
の
规
律
を
嚴
正
に
.し
て
、4

/

の
內 

ょ
り
現
世
的
氣
風
を
一
掃
せ
ん
ビ
し
、
厳
か
に
禁
欲
を 

守
ら
し
め
、
外
部
ご
の
交
涉
を
絕
れ
ん
ご
し
た
け
れ
ビ 

も
、
禍
播
の
根
元X

修
道
院
が
生
塵
組
合
ょ
ゥ
惊
奪
組
合 

に
變
ウ
た
こ
ざ
を
云
ふ)

.に
逆
る
こ
ビ
が
出
來
な
か
つ 

た
、
め
、
祈
角
の
戒律も多くは空文としャま
 

つ
た
の
で
あ
る
ニ

七
九
}
。

六
九
、
後
期
修
道
院
の
無
®
者
的
並
に
反
敎
會
的
倾
向

-
是
等
新
敎
圓
の
設
立
は
槪
し
て
十1

一
並
に
十
三
：

y
紀
に
於

て

あ
つ
て
、
當
時
ザ
オ
利
及
び
南
部
®
蘭
西 

の
諸
都
市
は
急
激
に
富
强
を
来
し
、
同
時
に
多
く
の
® 

資
者
W
ち
勞
働
者
及
び
貧
段
を
生
や
る
に
至
ウ
た
。
而 

し
て
是
等
め
，

A
産
者
は
社
會
蓮
動
を
起
さ

ん
t
す
る
に

tt：
K；

I

I
I

I
I
I
I

Ii
だ
n

IJ
m

至
i

修
道
院
に
接
近
し
、
之
に
w
び
五
世
紀
乃
至
十 

:.1

世
W
に
於
け
る
ょ
ゎ
も1

.層
の
；無
蕃
靠
的
性
質
を
與 

へ

ん

ど
し
た
。
か

ぐ

☆
後
期
の
修
道
院
は
當
時
旣
に
併
，.

利
及
び
南
佛
蘭
西
：に
‘起
：

0
P

居
つ
だ
反
敎
會
的
、
異

I: 

敎
徒
的
蓮
斬
の
色
彩
を
®
ぶ
：る
：に
至
づ
ね
の
で
あ
る\ 

(
I

 
七
九)

。

：
，

さ
；：

j 

七
修
道
院
め
無
産
者
的
倾向

！！

對
す
る
法
王
靡
の
，
 

對
策
I

し
か
れV

j

も
法
！̂
廳
は
旗
I
此
の
修
道
僧
の\ 

無
産
者
的
傾
向
を
利
用
す
S
.ニ
ヒ
に
成
功
し
た
。
こ
の
一 

黯
に
於
て
特
に
著
名
な
る
は
ド
、、こ一

ク
派
及
び
ス
ラ
ン\

 

シ
ス
派
の
行
乞
敎
M Bettelorden,

で
あ
る
。夙
に
ラ 
'グ 

ラ
ン
宗
敎
會
譲(

ニ
ニ -

五
年
：

> 
に
於
て
新
敎
圓
め
設
立
一 

は
禁
止
せ
ら
れ
化
け
れ
ど
も
、
此
の
禁
止
は
少
し
も
行
ニ 

は
れ
な
か
つ
た
の
で
.、
當
時
膨
に
創
立
さ
れ
て
居
つ
た 

前S

ニ
つ
の
敎
圓
に
，對
し
て
は
撤
囘
せ
ら
れ
ね
の
で
あ 

るc
i

八
o
y 

U
ぺ

七

1

、
塾
フ
ラ
ン
シ
ス
の
創
業
1

ク
ラ
ン
シ
ス
敎
圓

創
業
の
事
情
は
特
筆
に
値
ひ
す
る
。
.を
の
創
立
者
ァ
ン 

ジ
の
®
フ
ラ
ン
シ
ス
は1

1

A

 

ニ
年
豪
商
の
子
ビ
生 

れ
> 

®奢
@
蕩
の
半
生
を
送
り
た
る
後
、
翻
然
マ」

し
て 

悟
る
所
ぁ
々
、
家
財
を
敎
じ
て
貧
者
R
與
へ
"
变
む
を 

現
世
に
絕
つ
てI

つ
の
共
産
主
義
的
敎
圓
を
創
立
し
" 

現
世
の
權
能
者
並
に
そ
の
下
に
於
け
る
最
も
常
め
る
も 

の
即
ち
敎
會
じ
取
つ
て
極
め
て
借M

な
る
も
のVi

な
つ 

し
か
し
乍
ら
法
王
は
こ
め
敎
M
を
腐
敗
せ
し
め
、
 

赏
裕
な
る
敎
會
に
反
抗
せ
ん
ご
す
る
武
器
を
ぱ
、
逆li 

之
が
擁
護
に
充
て
し
ひ
る
こW

に
ょ
つ
て
> 

こ
の
危
臉 

を
防
ぐ
こW

を
知
つ
て
居
つ
た(

1
<
C
0
"

七11、

之
に
對
す
る
法
王
の
政
策

-
法
王
ィ
ノ
セ

ン
ト
.三
世
は
敎
會
0
外
部
に
起
れ
る
改
革
蓮
励
を
？̂
認 

し
且
つ
懷
柔
す
る
こ
ビ
に
ょ
ウ
て
其
の
5̂̂
臉
を
除
か
ん 

努
め
め
。
要
す
る
に
こ
の
賢
明
な
る
法
王
は
"
赏
强 

な
れ
る
敎
會
の
先
つ
た
所
の
"
民
银
义
の
接
觸
を
囘 

復
せ
ん
t
し
た
け
れ
'

V」

も
、是
等
の
行
乞
僧(

フ
ラ
ン
シ

第

十

セ

卷(

，
四
©
七)

:
雜 
'
一

縫

：パ
カ
サA

キ
ー
のr

修
道
院
的
共
逢
主
義

」

を
談
む

第
八
號

1
0セ
，



■

:
:

猪

十

七

卷

(

 

I

s

八)

：
雜
：

錄

.
 

キ
，
の

r

修
道
院
：

士
：
'
儀」

ん
讀
む
 

猪

八

就

I

O

八

ス
敎
W)

は
、
そ
の
基
督
敎
の
理
想
が
少
く
ご
も
成
る
特
_

職

業

的

勞

働

を

も

行

は

、
す

、

ロ

ハ

管

に

贫

者

及

び

^
2者 

I
n力
の
組
織(

共

廣

卞

義

を

云

，
ふ

)

に
於
て
は
，賞
現
し
得
る
.，

も
の
な
り
ご
の
晴
示
を
敎
會
に
與
へ
た
の
で
あ
る
。
か

く
て
こ
の
あ
臉
な
る
度
衆
運
動
は
{女
.全
な
る
路
に
導
か
：

‘れ
た
W
ィ
ノ
セ
ン
ト
ニ1

#
^

 :,1::j 

五
年
口
頭
を
以
て
.

j
:

又
ホ
ノ
リ
ク
ス！！.：

世

は

，

一

ニ

ニ

三

年

：
文

#

を

以

て

何

れ

も
此
の
敎M

を
能
可
し
た
の
で
あ
る(

ー
八
0)

リ

Q 
が
ケ
-G*jai.er) 
Joh f

s
c
z
i
l
k
a
n
i
s
c
h
e

 

Btrwegujog, 

Stuttgart 

|
】

9
Q

3
.

 

S

 

b
o
-

七
三
、
フ
ラ
ン
シ
ス
敎
w
ご

從

來

の

，修

道

院

ざ

の

欧

大
 

相

異

個

別

的

；無

！

§
4̂
,

ご

全

體

的

：無

所

有

^
^
®
; 

フ

ラ

ン

シ

ス

は

其

の

，
敎

M
が
を
の
先
駆
者
の
如
く
掠
® 

組
合
に
な
る> J

ぶ
か
ら
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
ご
思
つ 

た
。
卯
ち
彼
は
從
账
修
道
院
個
々
の.

M

員
に
の
み
課
せ 

ら

れ

て

修

道

院

全

體

に

は

課

せ

ら

れ

，
な

か

つ

た

，所

.の

.、 

堅

固

な

る

無

.所

有

E
i
g
s
t
u
m
s
l
o
s
i
g
k
e
i
t

の
戒
律
を
f 

彼
の
敎
闇
其
の
物
に
課
せ
ん
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
か
く 

て
ス
ラ
ン
シ
ク
敎
f
f
lは
何
物
を
も
收
得
せ
‘ず
、
何
等
の

泰
化
し
、
世
人
の
布
施
よ
つ
て
生
活
す
ぺ
レ
ど
せ
ら 

れ
た
で
あ
る
.

(

一
八
一)

。，

七i
l
、

フ
ラ
ン
シ
ス
敎

M
の
戒
律
.撒
；！
：
！
此
の
激
圓 

か
救
貧
事
業
に
、效
鎮
有
石
も
の
な
る
こ
ご
が
知
ら
れ
、
 

從
づ
て
そ
の
有
益
な
る
援
助(

貧
民
に
對
す
る)

に
よ
つ 

て
貧
民
階
厳
の
信
®
を
得
て
、
嚴
等
階
級
を
苗
命
的
熟 

，望
よ
り
防
ぎ
且
つ
之
を
敎
會
に
歸
依
せ
し
む
る
に
從
ひ 

幾
多
の
慈
善
的
施
與
が
敎
制
に
集
つ
た
。
旣
に
a
ス
ラ 

ン
シ
ス
の
狂
世
中
、

.
敎
會
に§

物
の
獲
得
を
禁
止
し
た
： 

る5
|
徘

を
廢
止
せ
ん
，、し
の

倾
向
が
そ
の
敎
M
中
に
起
つ 

た「

行
乞
敎
W
の
偉
大
な
る
劍
立
者(

舉
|ス
ラ
ン
シ
ス) 

は(

皮
肉
に
も)

贸
金
タ
大
純
石
ご
で
稍
上
げ
ら
れ
た

殿 

堂
の
中
に
永
眠
し
て
ゐ
る」

(Gregorovius 

Geschichte 

der 

Stadt 

タpm, 

V, 

s. 

1
14.)

o 

彼
の
死
後(

彼
は
一 

ご
ニ
六<?r
に
入
寂
し
ね)

未
だ
二
十
年
な
ら
ざ
る
に
仲 

め
戒
律
を
廢
止
せ
ん
ざ
す
る
氣
躯
が
非
常
に
®
く
な
つ

I
I
I
I
i
I
II

た
の
.で
、
.法-H 

r

 

ノ
セ
/
ぃI

T

取

1
1

H

ユ
卞
u 

此
の
规
f
f
iを
根
本
か
ら
變
更
し
て
、
ス
ラ
ン
シK

.

敎
徙 

s
e F

r
a
n
z
l
s
k
a
n
e
r

は
財
物
を
ぱ
财
邀s

g
s
t
u
m

 

 ̂

し
て >

は
な
く
、
所

哨

，

Besitzv

を
し
て
獲
得
し
且
つ 

享
樂
す
る
こ
と
を
得
るrJ

t

规
定
じ
な
。
か
く
て
彼 

等(

ク
ラ
ン
シ
，ス
敎
徒)

の
所
有
物
に
對
す
ろ
財
條
權
は 

.法
王
に
歸
嵐
し
た
の
で
あ
る(

1

八 

一y

 

七
五
> 

ス
ラ
ン
シ
ス
敎
刚
終
に
掠
瓶
则
體
ご
な
る
I

I

 

，か
く
て
：フ
ラ
ン
シ
ス
，敎
则
はC

ト
ミ 

ー！
ク
敎
湖
も
之
に 

同
じ)

そ
の
先
驅
者
た
る
激
多
の
修
道
院
タ
同
じ
く
終 

に
掠
縱
则
體
t
な
つ
て
了
つ
た
。

一
ニ
九
三
ギ
に
生
れ 

た
る
ネ
ル
ラ
シ
ド
人
な
る
受
祿
僧
ョ
ー
ハ
ン
ゾ

k

 

.ィ
ス
ズ
レ
I

クJoharB 

R
u
y
s
b
r
o
e
k

は
修
道
僧
ニ
股 

特
に
行
乞
僧
：に
就
て
次
の
如
き
觀
察
を
下
し
て
ゐ
る
ゾ 

r

彼
等
に
は
愈
W
"
*貪
欲
反
び
放
蕩
の
！

11

缺i
i

が
有
る
◊ 

古
へ
め
敎
父
は
淸
貧
に
生
き
行
乞
僧
M
の

創

立

者

は

•
現 

，世
の
財
貨
ご
榮
春yj

を
棄
て
.、
W
に
仕
へ
た
る
に
も
拘

ら
す
、
‘總
て
の
修
道
院
はt

じ

H
を
集
め
た
。I

な
乞
僧
は
數 

，多
く
あ
れ
ビ
ら
、
そ
の
.敎
制S

.

戒
律
を
守
る
も
の
は
少 

い
。
彼
等
は
ほ
ら
貧
な
り
稱
す
れ
ざも

"
*

を
の
修
道 

院
の
周
圓
七
哩
の
總
て
の
土
地
を
所
布
し
、
豪
齋
な
る 

生
}
^
ゲ̂
し
て
ゐ
る
。
か
く
てM

員

の

に

®
富
の
隙
® 

を
生
じ
、貧
者
は
富
者
を
妬
み
て
d

て
の
货
財
は
共
同 

た
る
べ
き
も
の
な
リ
ビ
生
張
し
て
ぬ
る」

云
タ(

s
l
m
a
-

 

nn,.

.
 K.

ひformit6f*en 

vor 

.der 

Reformation、 

ôr- 

n
e
h
B
u
c
h

 b

 Deutschland 

u
n
d

 den Niederlanden, H
a
-

 

m
b
u
r
g

 

i844~ 

II, 

s, 

57, 

5
8
,

に
よ
る)

(

一
 

A
ニ)

Q 

七
六
"
之
に
對
す
る
內
部
の
反
對
運
動
^̂
^

—

し
か
れ
ざ 

も
斯
の
如
く
無
所
有
の
戒
律
が
緩
め
ら
る
、
に
從
ウ
て 

も
ぅ
ニ
つ
の
結
梁
を
生
じ
が
卯
ち
.フ
ラ
シ
シ
ス
敎
徒 

の
一
部
は
貧
段
の
利
猛
の
#
護
者
た
る
使
命
を
#
心
に 

.果
さ
ん
と
し
た
。
第
三
級
M Tertiarier

は
之
に
屬
す 

る
。
之
に
先
立
づ
て
®
ブ
ラ
シ
シ
ス
は
そ
の
敎
f
f
lに
民 

」

主
的
な
る
制
族
を
施
し
ね
。、，W
h
01

に
は
修
道
僧M

.第
十
七
卷
，

0
1四
四
凡)

離錄カジツキ

-
のr

修
追
院S

典
座
主
義」

み
韻
む

第
八
號

1
0

九



™
@
™
b

s

b™
8

,

%

十

セ

盤

：
2

璧

0)

：：
離

m

力
々
ッ
t

i

道
1

|

:
§

轉
む
：

♦
 

ニ

0 

S

し

て

5

に
I

f

 
I

f

 V

そ

し

て

I

而

し

て

そ

の

下

に

吾

人

は

S

I

徒

l
i

f
e

r

の
先
&
激
を
求
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
の
で
あ
る(

j 

r
:
;̂

 

ニ)

o 

七
七
、
是
等
硬
派
フ
ラ
ン
シ
ス
敎
徒
の
立
場
I

I

是
等 

の
張
硬
な
る
ス
ラ
ン
シ
ス
敎
M
は
中
世
に
於
け
る
紙
會 

:

の
基
礎
の
一
つ
で
あ
つ
た
所
の
修
道
僧
的
共
齋
生
義
€ 

當
時
の(

資
本
主
義
化
さ
れ
，た
る)

®
會
を
颇
複
せ
ん
ざ 

'I 

&
つ
た
所
の
無
.藍
洛
的
共
壶
キ
義
ざ
の
媒
介
者
を
な
つ 

た
の
で
あ
る
の(

！ 

A
三)

。

,..,1,.’，
. 

.
 
0
序
文3

■
マ
，
レ

ク

ス

主

：策

の

使

命

に

蘭

ず

る

倏

參

看

0

，
ソ
七
八
、
.共

産

主

義

的
理
論
家
の
典
.

起——

此
の
時
に
當

.

-

U
 

-
 
J

J
 

<
 

H > 

i 

ニ

ド

は

货

‘̂5

親
世
の
’職
業
を
®
此
す
る
こvr

な
し
に 

敎
糊
の
事
業
に
參
與
す
る
第
H
®
M
を
設
け
た
の
で
あ 

ウ
た
。
★

の
第
！

11

級
M
は
生
ご
し
て
筋
肉
勞
働
者
そ
の 

他
の
民
衆
ょ
b
な
れ
る
も
の
な
る
が
故
に
之
を
ぱ
勞
働 

者M

體
，

W
!
K

ふ
こ
ご
も
出
来
や
ぅ
。
敎
闕
が
掠
奪
M
體 

じ
*

?

る
に
當
，つ
て
最
も
溺
强
な
る
反
對
を
號
み
た 

も
の
は
彼
等
で
あ
る
。
法
I

f

敎
®
を
化
し
ヤ
掠
奪 

i

ざ

な
さ

&

、し
す
れ
ぱ
ず
I

、
戒
f

嚴
守
す
る 

者(

精
神
家s

p
i
r
i
t
u
a
l
s

又
"
フ
ラ
ー
グ
チ
エ
，タ

Fratecelli 

,
ざ
柳
せ
ら
れ
な)

は
法M

:

及
び
敎
會
に
反
抗
r
ぁ
，

敎 

脅
的
湖
體
に
氣
服
を
通
す
，る
に
至
ジ
た
。
終
に
法
王
0 

I

、ノ
シ
二
十
二
世
が

特
に
銜
佛
蘭

西
に
於
て(

ニ
ニ
一
 

七
ギ
フ
.
ッ
"
I
ル
の
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
に
て)

彼
等
にg

し
て 

迫
害
を
加
ふ
る
に
及
び
、
彼
等
ご
敎
會
と
の
關
係
は
垂 

然
斷
絶
し
た
。
爾
来
彼
等
^̂
舆
ー
敎
徒
的
共
產
生
義
的
宗 

派
即
ち
ベ
1
ク

\

ル

ド

敎

徒

ぐa
r
d
e

に
加
は
つ
た
、

旣
に
共
産
主
義(

確
か
取

に
修
道
僧
的
共
產
中
；

に 

限
ら
れ
て
は
居

つ

た
が)

の

理
論
家
が
起

つ
た
、
！
 

I 

四
玉

年

コ

I

ゼ
シ

ッ

ア

c
o
l
z
a

附

近

の

ケ
タ
ク
ム 

C
i
l
i
u
m

村
に
生
れ
た
る
、
カ
ラ
プ
ジ
ア
の

フ

ィ

オ

レ
の 

長
老
ョ
カ
ヒ
ム

A
b
t

 

Joachim 

v
o
n

 F
i
o
r
e

が
夫

'̂ 

で

あ

る

彼
は
®
地
巡
視
の
後
カ
ラ
プ
ジ
ア
に
歸
つ
て 

修

道

僧

ご

な

後
一

」

七
八
ギ

n

ラ
I

ッ
ェ̂

corace

ゆ
チ
：义

，-
K
ル

.
派

の

修

道

院

^
i
s
t
e
r
z
l
s
s
e
r

 

s
o
s
t
e
r

の

八

1

、

ヨ
ア
ヒ
ム
の
粮
本
思
想
--

—

彼

人

W

の
藤
史

長
老
、

力
hた
。
彼
は
彼
獨
得
め
修
道
院
を

ス
ィ
ォ
レ 

に
働
立
し
、

r

ニ0
j

年
又
は

！

ニ0

ニ
ケ
に
寂
し
れ

r
l

x

 
三)

。
：

-

七
九
？ m

.ァ
ヒ
ム
の
事
業——

彼
の
時
代
の
弊Is、

特 

に
，敎
會
にS

漫
せ
る
有
利
な
る
掠
奪
經
濟Ausbeut- 

ungsw:rtschaft 

(

勞
働
者
を
侦
役
し
て
生
藍
に
當
ら
し 

め
之
ょ
ゎ
剩
餘
價
値
を
掠
奪
す
る
所
の
輕
濟
を
云
ふ> 

5
道
德
的
墮
落
を
に
慎
慨
し
て
、
：彼
は
是
等
の
譜
應
ょ 

り
免
れ
ん
こ
ピ
を
努
め
、
而
しP

之
.
ぱ̂
共
#
主
義a

K
-

 

ふ
ま
で
：̂
な
く
修
道
院
的
共
庫
主
義)

，の
，

1,

般

化(

普 

及)
V

タallgemeinerung des 

K
o
m
m
u
n
l
s
m
s

 

の
中 

に
成
就
し
得
べ
し
ご
信
じ
た
の
で
あ
る(

一
八h

D
O

 

八0
"* 

ァ
ヒ
ム
の
信
.仰
^
^
彼̂
は
革
命
ビ
新
な
る
t
t 

會
、
W
ち
新
約
®

の
獻
示
錄
に
所
謂 
>
,甚
督
W
臨
一
.. 

千
年
觀
政
國das tausendjihdge 

R
e
i
c
h

の
来
る
ベ 

き
を
豫
想
レ
た
の
で
あ
る(

r

八
四)

に
三
時
期
を
來
し
た
、
日

く「
第

一
は
人
が
肉
•し
仕
へ 

る
時
代
で
あ
つ
て
ア
ダ
ム
に
始
ま
り
银
督
に
終
る
。
鎮 

1
1

は
人
が
肉V

靈
ど
に
並
ぴ
仕
へ
る
時
代
で
あ
つ
て
" 

基
督
以
後
今
日
に
至
る
。
第
三
は
人
が
靈
の
み
に
注
く 

る
時
代
で
あ
つ
て
、
®
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
に
始
ま
る
J
O此 

の
第
二一

の
祉
會
狀
態
は
修
道
僧
的
狀
態(

s
t
a
t
u
s

 

3
0
? 

C
h
o
r
u
m
)

で
あ
る
0

修
道
院
の
制
度
は
全
人
類
を
抱
栖
す 

る
‘

で
あ
ら
ぅ
。「

吾
人
は
使
徒
の
生
活
を
模
做
し
、
货
财 

の
所
有
を
求
め
す
し
て
却
つ
て
之
を
與
へ
る
こ
ミ
を
婴 

す
る」

云
々
。之
を
完
全
に
實
現
す
.る
に
は
、
第
三
の
社 

會
狀
態
はS

T

へ
ネ
デ
ィ
ク
ト
以
後
第1

1

十
二
世
及
び
そ 

の
後
の
時
代
に
於
て
來
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
羅
海
敎
命
は 

厳
重
な
る
審
判
を
受
け
、
そ
の
殘
骸
ょ

リ

し

て

新

な

る 

會
が
起
る
で
あ
ら
ぅ
、
是
れ
即
ち
私
有
財
産
を
廢
棄 

す
る
所
の
正
義
者
の
敎
脚der 

O
r
d
e
n

 

der Gerechten 

で
あ
る
。
完
全
な

る

自

由

€
完
、全
な
る
®

の
時

代

第

十

七

卷

(
一

四
五
！

0

カ
ウ
ツ
キ
ー
のr

修
道
院
的
共
産
主
義」

か
談
む

银
八
號



第
十
七
卷
,

ニ
叫
五
0

力
-

V

ぃ
ノ
キ
；
の

r

修
道
院
的
共
廣
キ
：
義

」

讀
む

は
获
に
於
て
始
ま
る
の
で
あ
る

(
； 1

八
四)

，。

，
 

八
ニ
、

' 
m

 

K

ヒ
ム
の
影
響
I

.ョ
ァ
ヒ
ム
の
敎
義
は
非 

'

常
な
る
影
響
を
及
し
た
？
特
に
を
は
フ
ラ
ン
シ
ス
敎
圓 

の
服
派
ク
ラ
ラ
ィ
チ

H

b

.

に
於
て
甚
し
ぐ
、
此
の
底 

は「

正
義
潘
の
敎
脚」
に
加
は
り
、
之
よ
.
^
し
て
更
に
四 

方
に
；
ま
つ
た=

か
ぐ
て
此
の
敎
義
は
併
大
利
め
ミ
ユ 

ン
ッ
エ
ル
ご
も
云
ふ
プ
き
ド
ヴ
シ
ノ

 

J
D
O
l
c
i
n
o

を
捉
匕 

し
、
ミ
ユ
ン
ッ

H

ル
’

：

H
I

身
に
も
亦
無
關
係
で
は
な
か
つ 

.

ね(
I

八
四)

。

>

.

八一

ニ
、
：
ョ
ア
ヒ
ム
と
、、、
ユ
ン
ッ
エ
ル
を
の
湖
系
，

1

1

レ
 

I

タ
ル
は
ミ
ユ
ン
ッ
ユ
ル
が
、
そ
の

「

不
適
な
る
思
想

」 

を
ぱ
ー
老
ョ
ア
ヒ
ム
の「

ェ.
レ
ミ
ア
記」

註
释よ

..

藉
来 

つ
ナ
こ
ご
を
非
豁
じ
，た
。
ミ
ユ
シ
ッ
エ
.

ル
/

彼
ごf

n

 

r

t

ム
タ
め
：關
係
に
就
て
一
五
二
三
か
十
二
月

ニ
：：！

ッ 

ア
ィ
ス
に
組I

を
送
つ
で
述
べ
て
ゐ
る
。日

ぐ

の

®
霞 

は
会
の
敎
義
を
以.
で
長
老
3
 

T

ヒ 
'

ム，よ
り
藉
來
れ
る
も 

ゆ

V。

な
し
*

^

之
を
蝴
男
；

3

て
永
遠
0

福
昔
書
タ
稱
し
お
り:

然
へ
號

し
か
れ
ご
も
余
の
敎
義
は
其
れ
ょ
り
も
長
さ
も
の
で
あ 

る
、
即
ち
余
は
之
をm

，ア
ヒ
ム
に
取
れ
る
も
の
に
非
す 

し
て
>
 

W

の
託
言
に
ょ
れ
る
も
の
で
あ
る

」
(

一
八
四)

。

I

八
四
、
ヨ
ァA

J

ム
の
豫
.言

-m

ァ
ヒ
ル
の
豫
言
の
影

j 

.響
は
伊
太
利
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
獨
乙
.
に

於
て
も
極 

™
め
て
深
刻
に
し
て
、
且
つ
極
め
て
痛
切
な
る
民
家
の
要 

™
h求
に
應
や
る
も
の
.で
あ
つ
た
。
彼
豫
言
し
て
日
く
"̂ 
 ̂

I
r會
革
命
は 

一
ニ
六0

年
迄
レ
結
r

す
べ
し
を

こ

の

時
に 

™
至
つ
て
法

王

廳

V

し

皇

帝

，フ

：
=
N

 

I

ド
タ

ツ

じ

ニ
⑩

の

間
に 

I

激
烈
な
る1

ザ
鬪
が
起Cv

ね
。，而
し
て

ヨ

ァ

ヒ

ム

の
信
奉 

:

紫
は
皇
帝
が
法
王
を
屈
伏
せ
じ
め
て
、
新
な
る
社
會
.を 

一
創
始
す
る

こ

を

に
成
功
せ
ん

こ

ビ

を
期
待
し
た(
j

八 

五

)

。 

'
 

.

‘I

八
五
"

事
實
の
雜
過
‘
^

^

^

し̂
か
る
に
事
賞
は
正
反
S

を
 

な
っ
たa
八
五r

 

: 

<

六

、

皇
命
フ
ジ

I

、ド
リ
ツ
ヒ
一
一
世I

f

死
の
說：_

.
r

ス 

タ

I

ド

ジ

タ

セ

ゆ
死C
 J 

ニ
五

ひ
年)

ぱ
7
ィ

ォ

レ

0
 sr

I
I：

I
j

I
iI
I
i
I
I
iiI
hI

I
II

'

ァ
u

u

ム
の
豫
言

.ご

相

逮
す
る
、
卯
卞
.
こ

の豫
言
に
從
へ 

ぱ
墓
帝
は
そ
の
事
業
を
{
元成
せ
す
し
て
は
此
の
世
を
去 

る
こ
ビ
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
：盛
に
於
て
か
スッ
I

 

•ト
リ
ッ
じ
二
世
は
：化
ん
で
ゐ
る
替
が
な
い
、
彼
は
S

び 

起
ウ
て
そ
め
殘
れ
る
事
業
を
完
成
す
る
で
あ
ら
ぅ
を
の 

迷
信
が
起
つ
た
プ
.
；
：
し
か
る
に
後
人
は
之
を
皇
命 

ブ-
=
v
t

ド
リ
ッ
ヒ
ー
世(

♦

ハ.A

 A

 

p

ッ
サ)

ぶ
券
へ
違
ひ 

を
し
セ
の
で
め
る」

。

' (
H
.

 

p
.
r
u
t
z
,

 

s
t
a
a
t
e
n
ŝ
e
s
o
h
L
C
I
l
t
e

 

der 

Abendiandes 

im. 

IVnttelalter, 

Berlin ‘18
8
5
, 

I,

S. 

6
5
7
.
x

 

1 

A
五

)

。
I

八
七
：，、
典
産
主
義
的
革
命
：の
信
仰
I

ブ
タ
I

:

ド
ジ
ダ 

‘ 

t

一
 

1
1

世
の
W

勉
す
る
：時
：、
一
共
章
主
義
的
革
命
が
行
は
れ 

も
で
あ
ら
ぅ
は
獨
乙
民
族
の
信
仰
で
あ
つ
た
の
で
あ 

る(
』

.

八
六

)

0
 \

一
 

.：
 

'

附
記
、余
は
績
き
此
の
種
の
資
料
败
篇
發
表
し
、
余
が
考

广
&
"
ィ 

るM
姐

！！

就

て

の

文

献

の

解

E
並

！ .i
i
,

究
方
は1

般
に
就
て
先
簿 

か
位
の
是
正
.

仰
ぎ
、
し
か
る
後
時
期
見
ズ
、
此
の
間
履
じ
就 

て
の
余
の
研
究
ミ
考
築
世
に
問
ム
つ
も
り
で
わ
る

o

a
九
ニ

H

*

a

.1

丸)

ル

の

複

本

m

治

第
ヤ
七
卷

2
g
m
!
5

離
.ね
錄

，レ
の

は
し
が
さ

1

人
の
非
常
に
營
鬪
せ
る
、
又
豁
達
な
る
人
物
が
" 

☆
1
ン
河
の
邊
タ
r
グ
ィ
ユm

ン.(Avignon)

の
墓
所
に 

長
へ
に
眠
b
し
以
来
、
魄
に
二
十
餘
年
は
過
ぎ
去
つ
た
リ 

あ
の
莊
厳
に
し
て
悼
ま
し
き
陰
鶴
な
る
場
所
の
翠
深
き 

，松

の

樹

蔭

に

、
さ

ぅ
し
て
彼
の
黎
妻
の
仙
に
.、
.、シ
ョ
ン
®. メ
.，
 

チ
ュ
ァ
I

ト
レ
、、
ル(John 

Stuart M
i
l
l
)

は
K
つ
て
居 

る
。
實
に
や
彼
は
、
最
も
熱
心
な
る
勞
作
者
の
ニ
人
で 

又
現
代
に
於
け
る
最
も
端
正
な
る
人
物
の1

人 

で
あ
つ
れ
。
時
代
其
物
ほ
劍
々
に
流
れ
去
タ
ウ
、
あ
る 

は
、
吾
々
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
'
"
-恰
か
もt： 

1

ン
河
が
絶
え
す
大
海
へ
流
れ
行
く
が
如
く
に
。
さ
ぅ

第

八

眺

！

一.
S


